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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月16日(2021.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　当然ながら、当業者であれば、特定の要件や偶発的な要件を満足するために、様々な変
更や変形を本発明に施すことができ、いずれにせよ、これらの変更や変形の全ては添付の
特許請求の範囲により定まる本発明の保護範囲内に含まれる。
　以下、本発明に含まれる態様を記す。
　〔態様１〕歯付き環状エレメント（１１）を備える自転車用ギア（１０）であって、前
記歯付き環状エレメント（１１）にプラズマ電解酸化処理を施すことで得られる第１被覆
層（１１０）を有する自転車用ギア（１０）において、前記歯付き環状エレメント（１１
）が、前記第１被覆層（１１０）に積層された、潤滑物質を含む第２被覆層（１２０）を
備えることを特徴とする自転車用ギア（１０）。
　〔態様２〕態様１に記載の自転車用ギア（１０）において、前記第２被覆層（１２０）
が防食物質を含む自転車用ギア（１０）。
　〔態様３〕態様２に記載の自転車用ギア（１０）において、前記潤滑物質が防食物質で
ある自転車用ギア（１０）。
　〔態様４〕態様１から３のいずれか一態様に記載の自転車用ギア（１０）において、前
記潤滑物質が有機ポリマーを含む自転車用ギア（１０）。
　〔態様５〕態様４に記載の自転車用ギア（１０）において、前記有機ポリマーがフルオ
ロポリマーを含む自転車用ギア（１０）。
　〔態様６〕態様４に記載の自転車用ギア（１０）において、前記潤滑物質が、前記フル
オロポリマーに対するバインダーとして作用する有機マトリックスを含む自転車用ギア（
１０）。
　〔態様７〕態様１から６のいずれか一態様に記載の自転車用ギア（１０）において、前
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記ギア（１０）が自転車のクランクセットの歯付きクラウンである自転車用ギア（１０）
。
　〔態様８〕態様７に記載の自転車用ギア（１０）において、前記歯付きクラウンは非鉄
金属材料製である自転車用ギア（１０）。
　〔態様９〕態様１から８のいずれか一態様に記載の自転車用ギア（１０）において、前
記第１被覆層（１１０）の厚さ（Ｓ１）が約０．０１０ｍｍから約０．０８０ｍｍの間に
ある自転車用ギア（１０）。
　〔態様１０〕態様１から９のいずれか一態様に記載の自転車用ギア（１０）において、
前記第２被覆層（１２０）の厚さ（Ｓ２）が約０．００５ｍｍから約０．１０ｍｍの間に
ある自転車用ギア（１０）。
　〔態様１１〕態様１から１０のいずれか一態様に記載の自転車用ギア（１０）において
、前記歯付き環状エレメント（１１）が、複数の互いに同一の第１の歯（２０）と、前記
第１の歯（２０）の形状および／またはサイズとは異なる形状および／またはサイズを有
する複数の互いに同一の第２の歯（２１）と、を備え、各第２の歯（２１）は、それぞれ
２つの第１の歯（２０）の間に配置されている自転車用ギア（１０）。
　〔態様１２〕自転車用ギア（１０）の製造方法であって、
－非鉄金属合金から歯付き環状エレメント（１１）を形成する工程と、
－前記歯付き環状エレメント（１１）にプラズマ電解酸化処理を施す工程と、
－前記処理が施された前記歯付き環状エレメント（１１）に潤滑物質を塗布する工程と、
を含む自転車用ギア（１０）の製造方法。
　〔態様１３〕態様１２に記載の自転車用ギア(１０)の製造方法において、前記潤滑物質
は、スプレー塗装または浸漬によって適用される自転車用ギア（１０）の製造方法。
　〔態様１４〕態様１２または１３に記載の自転車用ギア（１０）の製造方法において、
前記潤滑物質が、前記歯付き環状エレメント（１１）に適用される前に、溶媒相と、前記
溶媒相に分散された活性相とを含み、前記活性相は、有機ポリマーと、結合有機マトリッ
クスとを含む自転車用ギア（１０）の製造方法。
　〔態様１５〕態様１４に記載の自転車用ギア（１０）の製造方法において、前記有機ポ
リマーがフルオロポリマーを含み、前記結合有機マトリックスがポリウレタンポリマーを
含む自転車用ギア（１０）の製造方法。
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